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「発酵食品研究」―国内外の活動事例― 第３回◇シリーズ解説◇

１．はじめに
フランスのブルゴーニュ・フランシュコンテ地

域圏（第１図）の主要都市，ディジョンを本拠地
に持つ食品・農業クラスター VITAGORA（ヴィ
タゴラ）（第２図）。これは 2000 年代に EUが策
定した「リスボン戦略」のもと，そしてフランス
では当時の大統領シラック政権の方針のもと，フ
ランスの様々な地域でできたクラスターの一つで
ある。昔はブルゴーニュ公が存在した地域，そ
して今ではフランスの中でもリヨンと並んでグ
ルメ地域という認定を受けているブルゴーニュ
では，2005 年に「食，栄養，健康」をテーマに

VITAGORAが設立された。以来，フランス政府
からクラスター認定を年々受け続けイノベーショ
ン創出によって「食によるより良い社会の実装」
と「企業の競争力の向上」を２つの軸として様々
なプロジェクトに取り組んでいる。ラテン語の「活
力，生命」の意味を持つ「VITA」と，古代ギリシャ
で広場や市場として使われていた「AGORA」を
つなぎ合わせ，「健康や生物，環境などの分野で
人々が集う場所」をイメージした団体名だ。
今では支援している企業や機関もブルゴーニュ・

フランシュコンテだけにとどまらず，フランス全
国，EU，世界におり，2020 年は長年から付き合
いがあり戦略的に大事な国と定められた日本に社
員を１人派遣しジャパンオフィスの開設を決断し
た。協力関係にあたるクラスターや行政の支援を
受けながら，学術交流や技術交流，企業の協業な
どの日仏連携の構築を目指して活動している。
ここでは「発酵」とフランス，ブルゴーニュ・

フランシュコンテとの関係性や
注目が増していることについて
説明し，VITAGORA で最近取
り組んだ・または取り組んでい
る発酵や微生物学に関するプロ
ジェクトを紹介する。プロジェ
クトが本来フランス語での説明

VITAGORAの発酵における活動紹介と日仏連携

Louis Akira Sabatier

サバティエ・ルイ・晃
仏 パ リ ＝ サ ク レ ー
大学大学院 農 業 経
済 学 部 修 士 課 程 卒
業，VITAGORA 入 社
を経て，現在熊本の
VITAGORA ジャパン
オフィス マネージャー。
食品と農業の分野で日
仏連携の推進に従事。

第１図　ブルゴーニュ・フランシュ
　コンテ地域圏の位置 第２図　VITAGORAロゴ
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食と栄養にまつわる栄養疫学研究の最前線 【第８回・最終回】シリーズ解説

　はじめに
　私たちの毎日の食事には，多くの栄養素が含ま
れている一方で，食品添加物や残留農薬，重金属，
環境汚染物質，さらにはカビ毒といったさまざま
な環境由来の化学物質も含まれている。これらの
物質は，食品の生産，製造・加工，流通，消費の
あらゆる過程で混入または発生する可能性があり，
主に呼吸，皮膚接触，そして食物を介して体内に
取り込まれる。実際，体内への侵入の約９割は食
物からとされている。
　最近の研究では，多くの環境化学物質が虚血性
心疾患，呼吸器系疾患，がんなどの生活習慣病に
よる死亡リスクを高めることが明らかになってい
る１）。環境化学物質が生活習慣病の発症に関与す
るメカニズムとしては，酸化ストレスや炎症作用
が関係していると考えられている。興味深いこと
に，栄養素と環境化学物質は，同様のメカニズム
を通じて生活習慣病の発症に影響を与える一方で，
その作用は相反することがある。つまり，栄養素
は健康に良い影響をもたらすのに対し，環境化学
物質は健康に有害な影響を与える可能性がある。
　では，「栄養バランスのとれた健康的な食事」は，
環境化学物質，特に重金属を多く含んでいるのか，
それとも少ないのか？　また，栄養学的に「健康
な食事」は環境化学物質による健康リスクにどの

ような影響を与えるのか？　本稿では，これらの
疑問に対する一例として，著者らが最近発表した
食事の質と重金属に関する研究をもとに２），３），
これらの関連性を探る。

　１． 「栄養バランスのとれた健康な食
事」には，重金属が多く含まれて
いるのか？

　●研究の背景
　重金属とは，一般的に比重が４g/cm3以上の金
属を指し，鉛，水銀，カドミウムなどが代表的で
ある。これらの重金属は自然界に広く存在し，私
たちの便利な生活の一端を支えてきたが，高濃度
の重金属に曝

ば く ろ

露されると健康障害を引き起こすこ
とが知られている。例えば，水銀（メチル水銀）
やカドミウムは，日本で発生した水

みなまた

俣病やイタイ
イタイ病の原因物質として広く認識されている。
現在，日本では法律の制定や処理の進展により，
一般成人への低濃度曝露による健康リスクは小さ
いと考えられているが，妊婦，胎児，小児などの
影響を受けやすい集団に対するリスクについては
十分に解明されていない。特に，胎児期や幼少期
の重金属への曝露は，少量でも強い毒性を持ち，
生殖機能や胎児成長，神経発達などに長期的な健
康影響を及ぼす可能性があると考えられている４）。
　重金属は主に食事を通じて体内に取り込まれる。

食事の質と重金属

大久保　公美
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１．はじめに
我が国は，1999年７月に策定した「1999年循

環経済ビジョン」や2000年に成立した「循環型
社会形成推進基本法」に基づき，いち早く循環型
社会への移行に取り組んできた。具体的には，
1990年代後半に，最終処分場の逼

ひっぱく

迫や資源制約
等の課題への対応が喫緊の課題となっていたこと
から，大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済シ
ステムから，環境と経済が統合する循環経済シス
テムに転換することを目指し，従来のリサイクル
対策の強化に加え，省資源化や長寿命化による廃
棄物の発生抑制（リデュース）対策と製品・部品
の再使用（リユース）対策を含む「3R」の本格
的な導入を進めた。1R（リサイクル）から3R
（リデュース，リユース，リサイクル）の総合的
な推進へと転換し，1990年代以降，国内におけ
る最終処分量は減少し，個別リサイクル法の下で
のリサイクル率は大きな進展を見せた。
一方で，国内はもとより国際的な状況は大きく変
化し，社会経済システムの見直しが急務となった。
国際的には，人口増加に伴い資源需要が増加し続
ける中，中長期的に安定的な資源確保が担保でき
るかの不確実性が増している。さらに，気候変動
が一因と考えられる異常気象の世界各地での発生
や海洋プラスチックごみ問題等を受け，消費者や
投資家からの環境配慮要請が高まりを見せている。
このような状況を受け，我が国を含めて世界で

は，従来の「線形経済（リニアエコノミー）」か

ら「循環経済（サーキュラーエコノミー）」（バ
リューチェーンのあらゆる段階で資源の効率的・
循環的な利用を図りつつ，ストックを有効活用し
ながら，サービス化等を通じ，付加価値の最大化
を図る経済）へと転換する必要に迫られており，
「1999年循環経済ビジョン」を約20年ぶりに改
訂し，2020年５月に「循環経済ビジョン2020」
を策定した。
そして現在，カーボンニュートラルの実現に向
けた気運の高まりやコロナ禍やウクライナ情勢に
端を発した物資や資源の供給制約を受け，資源循
環経済政策の再構築等を通じて物資や資源の供給
途絶リスクをコントロールし，経済の自律化・
強
きょうじん

靱化と国際競争力の獲得を通じた持続的かつ
着実な成長に繋

つな

げる「成長志向型の資源自律経済
の確立」が急務となっている。
経済産業省では，2020年５月に策定した「循
環経済ビジョン2020」で示した方向性を踏まえ， 
国内の資源循環システムの自律化・強靱化と国際
市場獲得に向けて，技術とルールのイノベーショ
ンを促進する観点から総合的な政策パッケージと
して，「成長志向型の資源自律経済戦略」を2023
年３月に策定した。
成長志向型の資源自律経済の確立を通じたサー
キュラーエコノミーへの移行は，非連続でチャレ
ンジングなものであるが，経済的目標（経済成
長）と社会的目標（経済安全保障，サステナビリ
ティ，Well-Being（人間の幸福））を同時に実現
する「新しい成長」に繋がるものであり，我が国

● 特別解説 ●

成長志向型の資源自律経済の確立に向けた取組について

水　上　智　弘 
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